
 1 

 

 

 

 

【2014年 9 月 24日 HTB放送】 

 北電の社員出向先に電力事業と直接関係のない

団体・企業があることが、道議会で明らかになっ

た。 

 

 

 

【2014年 7 月 3 日 HTB放送】 

 共産党の真下道議が、道職員の再就職要綱で

は、道幹部ＯＢは原則として 65歳を超えて「天下

り」先に在職することができないと指摘していた

事に知事が、文書通知することを表明。 

 

 

 

【2013年 11月 13日 HTB 放送】 

 道が、公共工事を発注する建設会社などの企業

に、道職員 OBが多数(少なくとも 76人)が天下り

していた問題で、高橋知事は、企業が道職員 OB

を、知識・技術など個別に評価した結果だと述

べ、天下りを容認する答弁を行った。 
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【2013年 11月 13日 HBC 放送】 

 道が出資や補助金を出している公益法人 41団体

に道 OBが天下りしている事を伝えるニュース。 

北海道農業公社の理事長職は、43年前から固定化

していた。 

 

 

 

【2013年 11月 11日 HTB 放送】 

 道の農政部から、公共工事を受注した建設会社

に農政部 OBが 51人も天下りしていた。 

農政部が工事発注していた上位 20社に、昨年度退

職した農政部 OBが天下りをしていた。 

 

 

 

【2013年 6 月 26日 HTB放送】 

 元北電役員の高額な報酬が、電気料金原価に計上

されていることを指摘する質問で、明らかになっ

た。元役員には、4人で 5700万円執務室、社用車が

保証されていることが明らかになった。 
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【2013年 3 月 11日 NHK放送】 

 北電社員の議員兼職の給与支払いが、先月より取

りやめている事が、道議会で明らかになった。 

北電には、社員議員が 9名いる。 

北電は、道内では厚遇されたトップ企業であり、公

益企業でもある。道民からの税金で議員報酬が払わ

れるなど、道民が、北電社員の議員に対して、給与

で２重に支えている構図となっていると指摘を受け

ていたものである。 

 

 

 

【2012年 12月 20日 STV 放送】 

 道の所管のトンネル点検が、以前行われていたに

もかかわらず、その後の補修・改善がどのように行

われていたのか、資料さえ無いことが明らかになっ

た。 

 

 

 

【2012年 11月 14日 NHK 放送】 

 道の関与団体の「仕組み債」購入に関し、含み損

が出ている実態が明らかになった。これらの団体に

は、73億円の税金が投入されている事や、道職員

OB 18名の天下りがあり、指定席も 6法人 6人分が

存在する事が明らかになっている。 



 4 

これらの関与団体の中には、専務理事の独断で、仕

組み債購入を行った団体もあり、組織の財産管理の

あり方も問われた。共産党の真下道議は、リスクの

高い仕組み債は、購入を禁止すべきであると指摘

し、厳しい監視を求めた。知事は、平成 21年 11月

に通知した。と答えたが、ずさんな団体運営の実態

が明らかになり、遺憾であると答えざるなかった。 

 

 

 

 

【2012年 10月 3日 NHK放送】 

 高橋知事が任命した、原子力に関わる北海道原

子力防災計画の、有識者専門委員会のメンバー

が、2011年 9月～11月に実施された委員会の中

で、「ヨウ素剤服用は、昆布だしのみそ汁を飲ん

でいればいらない。」という見識を示した。 

 

 

 

【2012年 6 月 28日 NHK放送】 

 道が設置している原発の専門委員会の委員４人

のうち３人が、原発関連の企業や団体から寄付を

受けていた事に対して、高橋知事は、問題ないと

いう姿勢を示したことを伝えた。 

また、北電が、泊原発に関する地質調査を、関連

会社に委託していた問題、さらに、この会社に道

の職員が天下っていた問題、これにも背を向けた

道の姿勢を伝えるニュース。 
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【2012年 3 月 15日 HBC放送】 

 北海道開発局が、下川町サンルダムの意見集約

で、「やらせの疑い」があったことを紹介するテ

レビ番組。112件の意見のうち反対が 1件、残り

111件が賛成となっており、そのうちほとんど同じ

意見が 10件があることがわかった。 

 

 

 

【2011年 12月 1日 NHK放送】 

 知事は、北電幹部から個人献金を受け取ってい

る。共産党の真下道議の質問に、今後は、受け取

らないと答弁した。それまでの献金も返納すべき

と求められた。 

 

 

 

【2011年 3 月 8 日 HBC放送】 

 知事の退職金は、約 3600万円。任期(4年)ご

とに退職金が必要なのかを問う番組となってい

る。１期目も 3600万円、２期目も 3600万円あ

まりの退職金を受け取る姿勢を崩さず、道財政

ひっ迫の折、知事の姿勢を問う共産党の真下道

議の予算委員会が紹介された。委員会で、これ

に応えたのは、予算特別委員会に欠席した知事

の代わりの総務部長、条例に基づいている事

と、有識者からのお墨付きをいただいていると

回答し、退職金受け取りの正当性を主張した。 


